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1  ま え 力ヽ き

テッボウユソは生育適温が高いため,寒冷地における栽

培は暖房費がかさみ採算があわない。しかし10月 出しの促

成であれば無加温のパイプハクスを利用した栽培が可能で

あると考えられる。また,シ ンテッポウユリの端境期とな

り価格的にも有利である。そこで沖永良部島産の球根を用

い,冷蔵 日数と加温の要・不良,お よび栽培地の影響につ

いて検討を行った。

2  試 験 方 法

試験 1  冷蔵日数と加温の有無 : 冷蔵 日数を6 7
週とし,品種は `ひのもと' ・ I.球 (19も 140球 , 1球

重 180夕 )を供試した。各区14球を用い2区 制とした。昭

和53年 7月 1日 に球根を入手し,45℃・ 1時間の温湯浸漬

後,10℃ の湿冷条件で冷蔵を行った。植付けは箱植え (30

×450π ,深 さ12吻)と し, 1箱 当り7球を植付けた。栽培

はガラス室内で行ない,夜間の保温は 8月 28日 より開始し

た。加温区は10月 即日以降,栽培温度を夜間最低 15℃ を保

つように曖房した。

試験 2  冷蔵 日数と栽培地 : 冷蔵 日数を6 7週 ,

栽培地を園試 (寒河江市 )と 現地 (山形市)の 2カ 所とし,

各区18球を用い2区 制とした。品種は 'え らぶの光' ・ L

球を供試した。昭和53年 6月 26日 に球根を入手し処理を開

始したが,温湯浸漬 冷蔵条件は試脚 に準じた。植付け

は 1箱 当り
'球

とし,無加温パイノハウスで栽培した。夜

表 1 発らい 開花および開花期における特性

FH5の 保温は寒河江で8月 23日 より始め,10月 2日 からは ト

ンネルを併用した。現地では
'月

9日 より開始し,10月 6

日よリカーテンを使用した。

なお,試験 1・ 2と も球根植付けより芽が 5～ 6ε2に な

るまで遮光率90%の ダイォシートの被覆下で管理した。施

肥量は 1箱 当り成分量でN6′ ,P2056夕,K2072′ と

した。

3 結果および考察

試験 1 球根の出庫・植付け時の発芽は 7週間冷蔵にお

いて20%ほ どみられ, 6週間冷蔵では発根球のみであつた。

発らいはいずれも植付け後から38日 前後となり
'月

中 下

旬となつた。開花は 6週間冷蔵区で加温の有無による影響

がなく10月 下旬であつたが,7週間冷蔵では加温区が■月

5日 ,無加温区で 5日 ほど遅れ■月10日 ごろになつた。到

花日数は加温区で冷蔵 日数r_かかゎらず76日 程度となつた

が,無加温の 7週間冷蔵区では栽培が気温の低い時期にず

れたため82日 を要した。切り花品質は 6週 より7週間冷蔵

で加温の有無にかかわらず向上し花茎長が長く,切 り花重

が増大した。また花らい数についても増加の傾向にみられ

た。これは 7週間冷蔵の植付けが 8月 20日 となつたため植

付け後の気温が 6週間冷蔵の場合より低く経過し,その結

果花芽分化開始がおそく花茎長が長くなり,花 らい数もや

や増加したものと思われる。しかし6週間冷蔵でも花らい

数が 2‐ 3輸と適正で,花茎長・切り花重についても実用

上の問題がなく高い採花率となつた (表 1,図 1・ 2)。
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図 1 冷蔵 日数と花茎長   図 2 冷蔵日数と切花重

以上のことから, 7週間冷蔵で切り花品質が高まるが 6

週間冷蔵でも実用上の問題がないので, 7月 上旬の冷蔵開

始で10℃ の湿冷条件とした場合 6～ 7週間の冷蔵処理後植

付ければ無加温栽培で10月 下旬～11月 中旬の切り花が可能

である。

試験 2 球根の出庫 植付け時の発芽は 7週間冷蔵で40

%は ど認められ,発根数は冷蔵 日数による差がなかつた。

しかし発根長は冷蔵 日数を長くしたもので伸びる傾向がみ

られた。植付けより発らいまでの日数は山形でわずかに遅

れたが,これは保温開始期の影響によるものと思われる。

寒河江r_ぉける7週間冷蔵区は発らいまでの日数を短縮し

たが,こ れは冷蔵量の増加により茎軸の伸長が助長され,

4  ま  と  め

沖永良部島産の球根を 6月 下旬～ 7月 上旬に入手し,た

花成が早まったものと考えられる。開花は 7週間冷蔵の現

地を除き,いずれの栽培地も10月

"日
ごろとなつた。到花

日数は各区とも
‐
0日 前後となつたが,寒河江に比較して現

地の区で 5～ 7日 はどの遅れとなつた。この原因も保温開

始期の差によるものと思われる。切り花品質は山形におけ

る6週間冷蔵区がややかわき気味となつたため花茎長・切

り花重を低下したがはかは大差がなかつた。切り花率はい

ずれも高くなつたが寒河この区でガク割れをわずかに生じ

た (表 2,図 3 4)。

以上のことから,寒河江,山形のいずれの栽培地におい

ても6月 下旬の冷蔵開始で10℃ の湿冷条件とした場合, 6

～ 7週間の冷蔵処理が行われれば現地農家でも十分栽培で

き,実用上の問題がなく10月 ド/Rlの 開花となる。

図 3 冷蔵日数と花茎長
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図 4 冷蔵日数と切花重

たちに 10℃ の湿冷条件で冷蔵を行ない,植付けた後ビ

ニルで夜間の保温をすれば 10月 下旬～ 11月 中旬に切り花

できる。
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